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６年制薬学教育を受けた薬剤師が社会へ巣
立ち，活動を始めています。薬局・病院での
長期実務実習による医療現場の経験も踏まえ
て，問題発見・解決能力の高い薬剤師として，
安心・安全の医療に貢献できるような教育が
なされています。とはいえ，医療人として，
社会や国民からの期待に応え，各職域で信頼
される職務を果たすには，卒業後の持続的な
学習による知識・技能向上のために自己研鑽
が必要です。事実，古くから多くの薬剤師が
自主的，自律的に生涯学習に取り組み，職能
の向上に努めてきていることが，患者主体の
医療に貢献し，チーム医療，在宅医療などの
地域医療，セルフメディケ－ション等への貢
献など，社会からの期待につながっています。

生涯学習の目標は，「薬剤師に対する患者
や地域社会からの信頼性の獲得」であり，個々
の薬剤師が，積極的に取り組んでいくべきこ
とです。生涯学習が未だ薬剤師全体の課題と
なっていない理由は，実行すべき法規制や行
政上の取決めがなされていず，薬剤師自身の
自己管理に任されているからかも知れませ
ん。薬剤師が，生涯学習を通して自己研鑽に
努めていることを，社会に示し，国民から評
価され，信頼を得ていくことは，職能団体へ
の信頼へとつながります。全薬剤師が生涯学
習の目標を身近なものとして理解し，学習環
境が全国的に整備されていけば，将来的には
義務化していくことも可能かと思われます。

薬剤師の生涯学習を支援する研修実施機関
は，CPC認証取得研修プロバイダーで20を数
え，それぞれ提供する研修課題も豊富で，学
習者の学習記録を証明し，研修認定薬剤師を
認定しています。また，特定領域や専門領域
の薬剤師の認定は，学会等が主として行って
います。薬剤師生涯学習の実施機関の研修内
容や認定制度の質の保証は，公正，中立の立
場の第三者機関により評価され，公表される
ことが現在社会の一般的認識です。研修実施
機関の生涯研修や認定の制度を客観的に保証
するために設立されたのが薬剤師認定制度認
証機構（Council on Pharmacists Credentials，
CPC）です。CPCは，2004年日本薬学会など薬
学教育関連や日本薬剤師会など薬剤師関連団
体の支持を受け，内山　充初代理事長のもと，

先ず有限責任中間法人として発足し，2010年
公益法人として内閣府より認定され，上記の
業務を行っています。CPCでは，薬剤師の目
標は，「真に人と社会に役立つ」ことにあると
し，そこに至る行動と職能を示し，「求められ
る薬剤師への道程」で薬剤師生涯学習の基本
を示し，「薬剤師生涯学習のあり方」で基本
的な考え方を提言し，HPで公表しているので，
是非アクセスされて下さい。CPCは，薬剤師
が勤務する組織や各職域で，指導的立場や人
事権などのある責任者は，生涯学習に取り組
める職場環境の整備を進め，得られる学習成
果を適切に評価し，その成果が報われる環境
作りに努めることを期待しています。

日本薬剤師会は，生涯学習支援の一環とし
てJPALSを構築・公表し，学習記録（ポート
フォリオ）による自己研鑽を勧めています。
また，CPCの特別会員として協力もいただい
ており，このシステムが多くの薬剤師に活用
され，評価・認定につながっていくことを期
待します。

薬剤師は，医薬品に加え多岐にわたる化学
物質と関連法規を学習してきており，「街の
科学者（化学者）」としての役割も果たすべ
きです。実際に学校薬剤師やスポーツファー
マシストなどとして幅広く関与し，また，く
すり教育や薬物乱用防止活動など，社会問題
にも率先して関わっています。これらの活動
は，学童，生徒，そして社会人に対して，ま
さに顔の見える薬剤師そのものであり，さら
なる信頼性の確保につながることから，この
関連の知識・技能の充実も図るべきでしょう。

薬剤師は，薬物の安全性の守り手として，
薬物療法におけるチーム医療の一員としての
役割は言うまでもなく，ジェネラリストを基
盤とする地域医療への貢献と社会活動が期待
されています。生涯学習を通して，人と社会
に役立ち，信頼される薬剤師としての自身を
確立しましょう。全ての薬剤師が生涯学習に
取り組める環境を作り，自己研鑽の成果を適
切に評価・認定されることにより，薬剤師個
人の実質的な免許更新にも変わりうることを
社会や国民に周知してもらうことで，薬剤師
職能への信頼性をより高めていきましょう。
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